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「
百
万
石
大
名
の
装
い
」
と
題
し
て
、
歴
代
藩
主
が
着

用
し
た
甲
冑
と
陣
羽
織
な
ど
二
十
六
点
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
甲
冑
で
、
最
も
古
い
も
の
が
三
代
利
常
所
用
の

「
黒
塗
六
十
二
間
甲
冑
」
で
す
。
黒
塗
の
六
十
二
間
筋
兜

が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
で
呼
ん
で
い

ま
す
。
兜
は
室
町
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
、
三
ツ
鍬
形
の

立
物
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
鍬
形
台
に
は
菊
花
の

毛
彫
り
が
施
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
意
匠
が
胴
の
金
具
に

も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
紫
糸
威
の
胴
に
は
花
文
を
大
き

く
配
す
る
豪
華
な
具
足
で
、
三
代
利
常
が
所
用
し
た
も
の

と
し
て
は
唯
一
残
さ
れ
て
い
る
甲
冑
で
す
。

　

元
和
以
降
の
平
和
な
時
代
が
お
と
ず
れ
て
く
る
と
、
具

足
に
も
変
化
が
現
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
見

ら
れ
る
の
が
陣
羽
織
で
す
。
実
用
的
な
も
の
か
ら
儀
礼
的

な
服
装
に
変
化
し
、
装
飾
的
な
要
素
が
強

く
な
っ
て
き
ま
す
。
四
代
光
高
所
用
の

「
五
三
桐
文
陣
羽
織
」
は
、
背
の
中
央
に

白
羅
紗
地
に
紅
羅
紗
で
、
五
三
の
桐
の
大

紋
を
配
し
て
い
ま
す
。
太
閤
秀
吉
の
桐
文

を
偲
ん
で
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の

で
、
地
の
羅
紗
を
切
り
抜
き
、
模
様
を
は
め
込
む
こ
と
に

よ
り
、
縫
い
目
を
見
せ
な
い
で
縫
い
合
わ
せ
る
高
度
な
技

法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
桃
山
時
代
の
気
風
が
う
か
が

え
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
裏
地
に

も
変
化
が
見
え
て
き
ま
す
。
豪
華
な
裏
地
や
と
て
も
お

し
ゃ
れ
な
裏
地
を
用
い
る
な
ど
隠
れ
た
と
こ
ろ
に
百
万
石

大
名
の
意
識
が
垣
間
見
え
て
き
ま
す
。

　

展
示
室
で
実
際
に
ご
覧
に
な
っ
て
、
こ
う
し
た
変
化
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

　

今
回
は
代
表
的
な
展
示
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
最
初
は
、

石
川
県
指
定
文
化
財
の
狩
野
永
徳
筆
《
松
樹
禽
鳥
図
》
で

す
。
狩
野
永
徳
は
、
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
ら
桃
山
時
代

の
天
下
人
に
重
用
さ
れ
、
簡
略
な
書
体
に
よ
る
大
画
様
式

を
確
立
し
ま
し
た
。
こ
の
様
式
は
、
短
期
間
に
公
的
・
私

的
な
空
間
に
設
置
さ
れ
る
作
品
を
多
数
制
作
す
る
注
文
を

こ
な
す
上
で
必
然
的
に
誕
生
し
た
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
う
し
た
実
用
面
で
の
課
題
と
芸
術
性
を
高
い
次

元
で
融
合
さ
せ
て
い
る
点
に
、
永
徳
が
主
導
し
た
狩
野
派

の
力
量
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
作
も
両
端
に

画
面
を
突
き
破
る
よ
う
な
松
の
大
樹
を
配
す
る
な
ど
、
典

型
的
な
永
徳
の
様
式
に
よ
っ
て
い
ま
す
が
、
岩
や
鳥
な
ど

吉
祥
的
意
匠
を
担
う
モ
チ
ー
フ
や
、
遠
景
の
松
林
な
ど
、

視
覚
的
な
効
果
を
入
念
に
勘
案
し
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
同
じ
く
石
川
県
指
定
文
化
財
で
本
号
の
表
紙
に

掲
載
し
た
狩
野
尚
信
筆
《
柳
鷺
図
》
で
す
。
作
者
の
尚
信

は
狩
野
探
幽
の
弟
で
、
本
作
で
は
探
幽
が
確
立
し
た
減
筆

体
の
手
法
を
効
果
的
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
六
曲
一
双
の

画
面
形
式
に
、
夏
と
冬
の
柳
と
鷺
を
金
地
の
余
白
の
効
果

を
生
か
し
な
が
ら
、
遠
近
感
も
巧
み
に
表
現
し
つ
つ
、
装

飾
的
に
描
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
漢
画
的
な
表
現
に

や
ま
と
絵
的
な
表
現
を
融
合
し
よ
う
と
い
う
意
欲
も
感
じ

ま
す
。
ま
た
、
桃
山
か
ら
江
戸
へ
の
時
代
性
の
変
化
を
、

先
の
永
徳
の
作
品
と
の
比
較
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
他
本
展
で
は
久
隅
守
景
《
四
季
耕
作
図
》
や

伊
年
印
の
《
四
季
草
花
図
》
な
ど
の
名
作
も
展
示
し
ま
す
。

百万石大名の装い
　　　　 －甲冑・陣羽織－
6月17日（木）～7月19日（月・祝）

会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

近世絵画名作選
6月17日（木）～7月19日（月・祝）

会期中無休

第２展示室

「四季草花図」伊年印　右隻　江戸17世紀 黒塗六十二間甲冑
3代 利常 所用

白羅紗紅五三桐文陣羽織
4代 光高 所用
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本
展
で
は
松
本
昇
氏
の
昭
和
二
十
七
年
第
八
回
日
展
初

入
選
作
の
「
裸
婦
」
か
ら
、
絶
筆
と
な
っ
た
平
成
二
十
一

年
第
九
十
五
回
光
風
会
展
出
品
の
「
Ｎ
氏
座
像
」
ま
で
、

三
十
九
点
の
油
彩
画
と
、
裸
婦
デ
ッ
サ
ン
、
そ
し
て
イ
ー

ゼ
ル
や
パ
レ
ッ
ト
な
ど
の
遺
愛
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

五
十
年
間
の
創
作
の
歩
み
を
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て

ご
覧
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
前
号
は
展
示
の
概
要
を

述
べ
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
、
松
本
氏
の
制
作
の
主
軸
を

な
し
た
《
自
画
像
》
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

　

自
画
像
で
の
展
覧
会
出
品
は
昭
和
六
十
二
年
の
「
朝
の

ア
ト
リ
エ
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
松
本
氏
は
五
十
六
歳
、

こ
の
年
大
き
な
転
機
を
迎
え
ま
す
。
美
大
卒
業
後
長
く
勤

め
た
教
員
生
活
を
三
月
に
退
き
、
画
業
一
筋
を
決
意
し
た

の
で
し
た
。
で
す
か
ら
「
朝
の
ア
ト
リ
エ
」
は
、氏
に
と
っ

て
新
生
第
一
作
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
し
て
、
二
年
前
に
没

し
た
師
・
高
光
一
也
を
記
念
す
る
高
光
賞
を
光
風
会
展
で

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
当
時
を
松
本
氏
は
「
体
の
中
を
風

が
吹
き
抜
け
る
感
じ
が
あ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

誰
に
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
筆
を
振
る
え
る
自
画
像
を
、

こ
の
後
十
年
間
集
中
し
て
描
き
続
け
ま
し
た
。
初
の
日
展

特
選
は
六
十
二
年
の
「
Ｎ
氏
の
午
後
」、
そ
し
て
再
度
の

特
選
は
平
成
七
年
の「
男
の
像
」。
こ
の
間
に「
相
間
」「
画

室
に
て
」「
対
話
」「
虚
像
」「
虚
像
Ⅱ
」
と
ず
ら
り
と
自

画
像
が
並
び
ま
す
。
制
作
途
中
の
キ
ャ
ン
バ
ス
を
バ
ッ
ク

に
、
じ
っ
と
思
索
し
、
あ
る
い
は
虚
脱
す
る
様
々
な
松
本

氏
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
虚
空
か
ら
な
に
も
の
か
を
つ
か

も
う
と
あ
が
く
画
家
と
い
う
存
在
が
、
一
枚
一
枚
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

松本 昇遺作展
6月17日（木）～7月19日（月・祝）

会期中無休

第4展示室

「虚像」平成６年
当館蔵

「朝のアトリエ」昭和62年
小松市立博物館

主な展示作品
6月17日（木）～7月19日（月・祝）

会期中無休

コレクション展示

彫刻

油彩画

近現代工芸

日本画

特集展示「百万石大名の装い」

特集展示「近世絵画名作選」
古美術

古美術

国宝　色絵雉香炉　　　
重文　色絵雌雉香炉
　　　ともに野々村仁清　　

毎田 仁郎　友禅訪問着「花かげ」

北出 塔次郎　樹映譜
奥出 寿泉　   乾漆輪花香盆

特集展示
「松本 昇遺作展」

前田 青邨　鮒

久保田 米僊　富岳図
藤田 嗣治　   仔猫

中村 晋也　Miserere Ⅵ

松田 尚之　人魚
※彫刻は一部第6展示室にも
　展示されます。
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今
年
、
東
京
六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ

る
第
五
十
六
回
一
陽
展
﹇
九
月
二
十
九
日
（
水
）
〜
十
月

十
一
日（
金
）﹈に
向
け
て
、一
陽
会
石
川
支
部
の
メ
ン
バ
ー

が
出
品
し
ま
す
。「
一
陽
会
は
清
新
に
し
て
深
奥
な
る
も

の
の
創
造
に
勉
励
し　

新
時
代
の
美
術
を
推
進
せ
ん
と

す
る　
一
陽
会
は
先
鋭
な
る
未
完
成
こ
そ
推
薦
し　

前

人
未
踏
の
新
分
野
の
確
立
に
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
」

　

こ
の
精
神
に
ふ
ま
え
、
石
川
支
部
メ
ン
バ
ー
の
絵
画

三
十
二
名
、
彫
刻
二
名
が
日
々
研
鑽
努
力
し
創
作
し
て

き
た
、
一
年
間
の
渾
身
の
成
果
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

美
術
愛
好
家
の
方
々
に
ご
高
覧
い
た
だ
い
て
、
ご
教
示

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先　

一
陽
会
石
川
支
部
庶
務
係　

竹
田
明
男

　
　
　
　

T
E
L

　

〇
七
六
│
二
四
八
│
五
八
九
八

　

南
画
（
南
宗
画
）
は
、
唐
（
中
国
）
の
王
維
に
始
ま

る
と
さ
れ
ま
す
。
昭
和
三
十
五
年
京
都
に
於
い
て
松
林

桂
月
、
矢
野
橋
村
、
河
野
秋
邨
を
中
心
と
し
て
社
団
法

人
日
本
南
画
院
が
結
成
さ
れ
、
日
本
風
土
の
な
か
に
よ

り
多
く
の
素
材
を
求
め
な
が
ら
東
洋
美
術
の
精
粋
と
言

わ
れ
る
水
墨
画
、
墨
彩
画
が
日
本
画
、
西
洋
画
の
写
生

手
法
を
巧
み
に
と
り
入
れ
つ
つ
革
新
的
な
新
南
画
の
創

造
が
な
さ
れ
、
こ
れ
が
日
本
南
画
院
の
指
導
精
神
を
な

す
も
の
で
す
。
今
年
第
五
十
回
記
念
で「
甦
る
屏
風
展
」

を
同
時
開
催
し
ま
す
。

◇
入
場
料　

一
般　

五
〇
〇
円　

団
体
三
〇
〇
円　
　
　

※
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
提
示
で
無
料
に
な
り
ま
す
。

◇
連
絡
先　

金
沢
市
緑
が
丘
五
│
二
〇　

慶
祐
幸
治　

         

T
E
L　

〇
九
〇
│
一
三
一
六
│
八
四
八
八

　
「
日
本
画
を
志
す
も
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
既
存
的
概
念

や
会
派
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
で
新
し
い
発

想
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
画
制
作
を
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
会
員
相
互
の
協
力
に
よ
っ
て
そ
の
研
究
・
模

索
と
石
川
県
内
で
の
発
表
の
機
会
を
設
け
、
自
己
の
研

鑽
に
努
め
、石
川
県
の
美
術
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
。」

と
し
、
新
た
な
日
本
画
の
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

二
十
代
の
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
年
齢
層
は
幅
広

く
、
モ
チ
ー
フ
も
風
景
や
静
物
、
動
物
や
植
物
、
具
象

か
ら
抽
象
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
石
川
県
内
の
日
本
画
家
の
意
欲

作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先　

輪
島
市
鵜
入
町
二
│
三
七　

　
　
　
　
　

石
川
県
日
本
画
会
事
務
局
長　

宮
下
和
司

　
　
　
　
　

T
E
L

　

〇
七
六
八
│
二
二
│
七
一
四
二

2010

一陽会石川支部展
7月14日（水）～7月18日（日）会期中無休
　　　　　　　　　　　     午後6時閉室

第７展示室

第50回記念
公益社団法人

日本南画院選抜金沢展
7月2日（金）～7月11日（日）会期中無休
　　　　　　　　　　　  午後6時閉室

第７～９展示室

第１回

石川県日本画会展
7月14日（水）～7月18日（日）会期中無休 

午後6時閉室

第９展示室

７
月
の

企
画
展
示
室



BIJUTSUKAN DA YORI  No .3215

4月25日（日）～5月16日（日）開催

展覧会回顧
石川県立美術館の半世紀の歩み

　

石
川
県
立
美
術
館
は
、
昭
和
三
十
四

年
開
館
の
石
川
県
美
術
館
を
母
胎
に
、

昭
和
五
十
八
年
に
規
模
・
設
備
を
充

実
し
て
現
在
の
地
に
新
た
に
開
館
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
四
年
後
の

平
成
十
九
年
か
ら
約
一
年
間
休
館
し
、

空
調
設
備
更
新
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
収
蔵
庫
の
増
設
な
ど
の
大
規
模
改

修
を
行
い
ま
し
た
。

  
加
賀
藩
時
代
か
ら
の
美
術
工
芸
の

伝
統
を
ふ
ま
え
て
、
豊
か
な
文
化
の

創
造
と
推
進
を
は
か
る
拠
点
を
め
ざ

し
、
地
域
文
化
の
集
積
と
し
て
特
に

藩
政
期
か
ら
現
在
に
至
る
石
川
県
ゆ

か
り
の
美
術
工
芸
品
や
、
日
本
美
術

史
上
注
目
さ
れ
る
作
品
を
収
蔵
し
て

き
ま
し
た
。
収
蔵
点
数
は
、
旧
石
川

県
美
術
館
で
は
、
茶
陶
・
古
九
谷
な

ど
陶
磁
器
を
中
心
に
約
一
四
〇
件
、

現
在
地
に
移
転
し
た
石
川
県
立
美
術

館
開
館
時
に
は
約
一
四
〇
〇
件
、
開

館
か
ら
五
十
年
を
経
た
現
在
は

三
〇
七
六
件
と
な
り
ま
し
た
。

  

本
展
は
、
石
川
県
立
美
術
館
の
所

蔵
品
の
中
か
ら
、
県
民
に
広
く
愛
好

さ
れ
、
ま
た
全
国
的
な
評
価
も
高
い

秀
作
を
二
九
五
点
選
り
す
ぐ
り
、
企

画
展
示
室
三
室
に
加
え
、
前
田
育
徳

会
尊
經
閣
文
庫
分
館
を
除
く
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
示
部
門
の
全
展
示
室
を
活

用
し
て
一
挙
に
公
開
し
ま
し
た
。
作

品
保
護
の
た
め
展
示
す
る
頻
度
が
少

な
い
も
の
、
数
年
間
を
か
け
て
よ
う

や
く
全
貌
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
る
も
の
な
ど
、
名
品
・
名
作
の

数
々
を
古
美
術
、
近
現
代
工
芸
、
近

現
代
純
粋
美
術
の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に

鑑
賞
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
し

た
。
観
覧
者
か
ら
は
選
り
す
ぐ
ら
れ

た
作
品
が
多
く
、
所
蔵
品
が
多
様
に

わ
た
っ
て
い
る
こ
と
や
、
藩
政
期
か

ら
続
く
美
術
工
芸
の
歴
史
と
作
家
の

層
の
厚
み
を
一
挙
に
み
る
こ
と
が
で

き
、
一
度
で
と
て
も
味
わ
い
つ
く
せ

な
い
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
週
日
曜
日
の
学
芸
員
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
ほ
か
、
当
館

館
長
に
よ
る
「
石
川
県
立
美
術
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
作
家
コ
レ
ク
タ
ー

よ
も
や
ま
話
」
と
題
し
た
講
座
で
は
、

作
品
収
蔵
経
緯
や
収
蔵
以
前
の
コ
レ

ク
タ
ー
の
逸
話
、
作
家
の
人
と
な
り

な
ど
興
味
深
い
話
が
あ
り
、
参
加
さ

れ
た
方
々
は
よ
り
作
品
・
作
家
に
親

し
み
が
深
ま
り
、
展
観
を
堪
能
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

な
お
、
開
設
五
十
周
年
を
節
目
と

し
て
収
蔵
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
名

品
三
一
一
点
を
収
録
し
た
名
品
図
録

を
刊
行
し
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
是
非
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

「
能
の
雅
（
エ
レ
ガ
ン
ス
）　

狂
言
の
妙
（
エ
ス
プ
リ
）」

六
月
十
二
日
（
土
）
〜
七
月
二
十
五
日
（
日
）

国
立
能
楽
堂
の
能
楽
関
係
資
料
約
一
八
〇
件
を
は
じ
め
、
前
田
家
伝

来
の
能
装
束
十
一
領
を
初
公
開
。

　

東
京
都
港
区
赤
坂　

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン　

ガ
レ
リ
ア
三
階

　

T
E
L

　

〇
三
│
三
四
七
九
│
八
六
〇
〇
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

国
立
新
美
術
館

「
オ
ル
セ
ー
美
術
館
展
2
0
1
0　

ポ
ス
ト
印
象
派
」

五
月
二
十
六
日
（
水
）
〜
八
月
十
六
日
（
月
）

オ
ル
セ
ー
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
絵
画
の
傑
作
一
一
五
点
を

一
堂
に
展
覧
。

　

東
京
都
港
区
六
本
木

　

T
E
L　

〇
五
〇
│
五
七
七
七
│
八
六
〇
〇（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

徳
川
美
術
館

「
大
名
古
屋
城
展
」

七
月
三
十
一
日
（
土
）
〜
九
月
二
十
六
日
（
日
）

名
古
屋
開
府
四
百
年
を
記
念
し
、
資
料
や
伝
来
の
品
々
か
ら
名
古
屋

城
の
全
貌
を
紹
介
。

　

名
古
屋
市
東
区
徳
川
町

　

T
E
L

　

〇
五
二
│
九
三
五
│
六
二
六
二

奈
良
国
立
博
物
館

「
至
宝
の
仏
像
」

こ
の
夏
「
な
ら 

仏
像
館
」
と
名
を
あ
ら
た
め
生
ま
れ
変
わ
る
、
重

要
文
化
財
「
旧
帝
国
奈
良
博
物
館
本
館
」
で
開
催
。

「
仏
像
修
理
1
0
0
年
」

※
と
も
に
七
月
二
十
一
日
（
水
）
〜
九
月
二
十
六
日
（
日
）
両
展
共
通

　

奈
良
市
登
大
路
町

　

T
E
L

　

〇
五
〇
│
五
五
四
二
│
八
六
〇
〇（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
九
州
国
立
博
物
館

「
馬　

ア
ジ
ア
を
駆
け
た
二
千
年
」

七
月
十
三
日
（
火
）
〜
九
月
五
日
（
日
）

奈
良
県
藤
ノ
木
古
墳
か
ら
出
土
さ
れ
た
国
宝
の
黄
金
の
馬
具
を
は
じ

め
、
中
国
・
韓
国
よ
り
の
馬
文
化
の
資
料
を
展
示
。

　

福
岡
県
太
宰
府
市
石
坂

　

T
E
L

　

〇
五
〇
│
五
五
四
二
│
八
六
〇
〇（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

こ
の
夏
各
地
で
注
目
の
展
覧
会
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近くて遠い福井の旅
　

五
月
二
十
三
日
（
日
）、
八
回
目
を
迎
え
恒
例

と
な
っ
た
、
美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

隣
県
と
は
い
え
、
個
人
で
の
文
化
財
め
ぐ
り
が
難

し
い
福
井
へ
の
関
心
は
高
く
、
四
十
四
名
の
募
集

人
数
に
七
十
名
も
の
ご
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
都

合
で
行
け
な
く
な
っ
た
方
が
何
人
か
い
ま
し
た
が
、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
方
に
繰
り
上
げ
当
選
を
連
絡

す
る
と
、
旅
行
の
数
日
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参

加
を
快
諾
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い

に
く
一
日
中
雨
で
し
た
が
、
参
加
者
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
、
無
事
に
全
行
程
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

　

予
定
よ
り
早
め
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
特
別
に

開
け
て
い
た
だ
き
、
地
図
や
模
型
を
使
っ
て
、
遺

跡
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
説

明
後
に
質
問
も
い
く
つ
か
出
て
お
り
、
参
加
者
の

方
々
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
企
画

展
「
去
年
、
遺
跡
で
何
出
た
の
？
」
で
は
、
室
町

時
代
の
ガ
ラ
ス
工
房
の
新
出
土
品
な
ど
、
朝
倉
氏

の
栄
華
を
思
わ
せ
る
展
示
品
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

特
別
史
跡　

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

　

こ
こ
へ
行
き
た
か
っ
た
、
と
い
う
声
が
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
の
が
こ
の
遺
跡
で
す
。
復
元
町
並
み

か
ら
回
る
組
と
、
庭
園
や
屋
敷
跡
か
ら
回
る
組
と

の
二
手
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ガ
イ
ド
が
付
い

て
見
学
し
ま
し
た
。
雨
風
が
や
や
強
く
な
り
、
足

下
も
悪
く
見
学
に
最
適
と
は
言
い
難
い
天
気
で

あ
っ
た
た
め
、
庭
園
の
見
学
を
断
念
し
た
方
も
い

ま
し
た
が
、
説
明
は
詳
し
く
丁
寧
で
、
大
変
充
実

し
た
見
学
で
し
た
。

福
井
県
立
美
術
館

　

開
催
中
の
企
画
展
「
市
民
の
愛
し
た
も
う
一
つ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
」
を
、
展
覧
会
の
担
当
で
あ

る
副
館
長
の
解
説
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。
バ
ロ
ッ
ク

絵
画
の
成
り
立
ち
や
、
宗
教
画
を
鑑
賞
す
る
と
き

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
い
説
明
が

あ
り
、
西
洋
絵
画
の
鑑
賞
に
お
い
て
目
か
ら
鱗
が

落
ち
た
、
と
い
う
声
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。

常
設
展
で
開
催
中
の
「
岩
佐
又
兵
衛
〜
福
井
藩
御

用
絵
師
の
軌
跡
〜
」
で
は
、
歌
仙
絵
な
ど
の
古
典

的
な
作
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
よ
く
又
兵
衛
の

特
徴
と
さ
れ
る
、
や
や
過
剰
な
表
現
と
は
違
っ
た

一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
安
禅
寺

　

こ
こ
も
一
度
訪
れ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
声
が

あ
っ
た
寺
で
し
た
。
ま
だ
お
若
く
お
元
気
な
副
住

職
か
ら
禅
宗
に
つ
い
て
、
そ
し
て
建
物
や
本
尊
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
各
々
で

寺
内
を
巡
り
、
建
物
の
内
部
や
仏
像
を
じ
っ
く
り

拝
観
し
、
収
蔵
館
で
は
明
兆
筆
と
伝
え
ら
れ
る
重

要
文
化
財
「
羅
漢
図
」
な
ど
、
福
井
藩
の
藩
主
か

ら
の
寄
進
や
奉
納
な
ど
に
よ
る
寺
宝
を
拝
観
し
ま

し
た
。

瀧
谷
寺

　

足
下
は
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、
雨
に
濡
れ
た
山

道
が
美
し
く
、
自
然
と
一
体
化
し
た
よ
う
な
風
情

の
こ
の
寺
も
ま
た
、
参
加
者
の
方
々
か
ら
一
度
参

詣
し
た
か
っ
た
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
本
堂
で
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、
建
物
の
内
部

と
、
池
泉
築
山
式
の
国
指
定
名
勝
庭
園
を
拝
観
し

ま
し
た
。
そ
の
後
宝
物
殿
へ
移
動
し
、
国
宝
「
金

銅
毛
彫
宝
相
華
唐
草
文
磬
」
な
ど
の
文
化
財
を
拝

観
し
ま
し
た
。

　

悪
天
候
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
が
離
れ
て
お
り
、
見
学
時
間
が
充
分
で
な
か
っ

た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
見
学
場
所
の
数

と
所
要
時
間
は
、
計
画
す
る
際
に
思
案
の
種
と
な

る
の
で
す
が
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
意

見
を
で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
て
、
こ
れ
か
ら
も
満

足
度
の
高
い
見
学
旅
行
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

特別史跡　一乗谷朝倉氏遺跡
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今
年
度
最
初
の
キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
き
じ
っ
子
茶
会
』
が
、

五
月
三
十
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
の

「
茶
道
美
術
名
品
展
」
に
合
わ
せ
、
茶
会
体
験
と
展
示
室
鑑
賞
の
内

容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
茶
会
の
中
で
も
、
茶
道
に
つ
い
て
や
茶
室
の
し
つ
ら
え
、

茶
道
具
に
つ
い
て
な
ど
、
少
し
詳
し
く
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

親
子
で
お
茶
一
服
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
き
じ
っ
子
茶
会
』

開
催
も
今
回
で
四
回
目
。
今
回
の
参
加
者
の
中
に
は
、こ
の
『
き
じ
っ

子
茶
会
』
の
参
加
が
二
回
目
、
三
回
目
の
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、

お
茶
を
頂
く
と
き
の
ご
挨
拶
な
ど
も
皆
様
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。

茶
会
後
は
、
展
示
室
で
の
山
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
茶
道

具
の
鑑
賞
を
行
い
ま
し
た
。
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
茶
道
具
を
鑑

賞
し
、
茶
道
の
さ
か
ん
な
石
川
県
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
『
き
じ
っ
子
茶
会
』
に
何
度
も
ご
参
加
頂
く
な
ど
、
当
館
の

活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
大
変
嬉
し
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
活
動
を
ご
用
意

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
も
し
た
今
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

キッズ☆プログラム　きじっ子茶会

■
土
曜
講
座　

午
後
一
時
三
〇
分
〜　

美
術
館
講
義
室　

入
場
無
料

十
日　

（
土
）
石
川
の
日
本
画　

戦
後
の
歩
み

西
田
孝
司
学
芸
専
門
員

十
七
日
（
土
）
高
光
一
也
と
金
城
画
壇

二
木
伸
一
郎
担
当
課
長

■
ビ
デ
オ
上
映
会　

午
後
一
時
三
〇
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

入
場
無
料

十
一
日
（
日
）
日
本
の
美 

７　

日
本
人
の
原
風
景 　
　
（
二
十
七
分
）

日
本
の
美 

８　

用
と
美
│
伝
統
工
芸
│
（
二
十
七
分
）

七
月
の
行
事

次
回
の
展
覧
会

「
没
後
二
十
五
年　

鴨
居
玲
展
」

会
場
／
そ
ご
う
美
術
館

会
期
／
七
月
十
七
日
（
土
）
〜
八
月
三
十
一
日
（
火
）

　

 「
静
止
し
た
刻
」　
「
望
郷
を
歌
う
」  「
１
９
８
２
年
私
」 「
蜘
蛛
の
糸
」

　
「
酔
っ
て
候
」 　

以
上
鴨
居
玲

※
巡
回
展　

北
九
州
市
立
美
術
館　

九
月
十
一
日
（
土
）
〜
十
一
月
五
日
（
金
）

当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

見
ら
れ
る
展
覧
会

企
画
展
示
室

語
り
か
け
る
風
景

七
月
二
十
二
日
〜
八
月
二
十
三
日

第
５
・
６
展
示
室

徳
田
八
十
吉
三
代
展

七
月
二
十
二
日
〜
九
月
七
日

第
４
展
示
室

ふ
し
ぎ
が
い
っ
ぱ
い

前
田
育
徳
会

尊
經
閣
文
庫
分
館

大
名
家
の
調
度

第
２
展
示
室

古
九
谷
・
再
興
九
谷
名
品
展



「Ｎ氏の午後」  えぬしのごご　昭和63年　改組第20回日展 特選　縦160.5cm × 横129.0cm　 所蔵品紹介208

松本　昇　 まつもとのぼる　昭和６年（1931）～平成21年（2009）
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制
作
に
疲
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
男
が
キ
ャ
ン

バ
ス
を
背
に
、
呆
然
と
し
た
表
情
で
椅
子
に
腰
か

け
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
勢
は
制
作
途
上
の
絵
に
描

か
れ
た
女
性
の
姿
と
相
似
で
、
繰
り
返
さ
れ
る
形

が
絵
に
リ
ズ
ム
と
空
間
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
短
く
刻
ん
だ
線
描
が
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
、
ア
ト

リ
エ
の
床
、
Ｎ
氏
の
着
衣
と
顔
な
ど
に
縦
横
に
走

り
、
画
面
の
親
和
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
氏
と
は
松
本
昇
氏
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
は
自
画
像
な
の
で
す
。
画
家
の
自
画
像
シ
リ
ー

ズ
は
前
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
作
は

日
展
で
特
選
を
得
ま
す
。
以
後
次
々
と
自
己
を
モ

デ
ル
に
描
き
、
キ
ャ
ン
バ
ス
や
鏡
を
用
い
て
画
面

が
構
成
さ
れ
、
虚
実
の
世
界
が
展
開
さ
れ
る
の
で

す
。
い
わ
ば
画
家
松
本
昇
を
描
き
出
し
て
い
き
ま

す
。
で
も
こ
こ
で
は
一
人
の
男
が
う
つ
ろ
げ
に
腰

掛
け
て
い
る
の
で
す
。

　
〝
一
年
半
が
経
と
う
か
、
五
十
六
歳
を
迎
え
る

の
を
機
に
、
教
職
を
辞
し
、
画
家
一
筋
の
生
活
に

入
っ
た
。
以
前
で
あ
れ
ば
午
後
の
時
間
は
ま
だ
学

校
で
あ
る
。
画
家
と
し
て
の
生
活
の
リ
ズ
ム
は
既

に
馴
染
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
…
…
。〞

こ
う
し
た
モ
ノ
ロ
ー
グ
を
つ
ぶ
や
き
、
思
い
を
宙

に
漂
わ
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

哀
感
を
漂
わ
す
一
作
で
す
。

　《
作
家
略
歴
》

　

昭
和
六
年
小
松
市
生
ま
れ
。
二
十
七
年
金
沢
美

術
工
芸
短
期
大
学
油
絵
科
卒
業
。
高
光
一
也
に
師

事
。
同
年
日
展
初
入
選
。
三
十
八
年
光
風
会
展
初

入
選
、
以
後
光
風
会
展
に
出
品
、
六
十
二
年
高
光

一
也
賞
受
賞
。
六
十
三
年
・
平
成
七
年
、
日
展
特

選
。
十
二
年
小
松
市
文
化
賞
。
十
六
年
日
展
会
員
。

十
七
年
石
川
県
文
化
功
労
賞
。
二
十
年
光
風
会
理

事 

。
二
十
一
年
六
月
四
日
逝
去
。

一
筆
箋
の
使
い
方

　

先
日
休
み
を
利
用
し
、
ち
ょ
っ
と
遠
出

を
。
帰
り
に
少
し
足
を
伸
ば
し
て
古
い
友

人
宅
へ
向
か
い
ま
し
た
が
生
憎
の
留
守
で

す
。
せ
っ
か
く
来
た
の
で
一
言
書
い
て
郵
便

受
け
に
入
れ
る
こ
と
に
。
鞄
に
し
の
ば
せ

た
美
術
館
の
一
筆
箋
が
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
お
中
元
の
季
節
。
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
あ
の
方
に
も
一
言
添
え
て
贈

り
た
い
も
の
。
す
て
き
な
一
筆
箋
な
ら
感

謝
の
心
も
素
直
に
届
き
そ
う
で
す
。
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 7月の休館日は

20日（火）・21日（水）です
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信

ご利用案内

コレクション展観覧料
　一　般　350円（280円）

　大学生　280円（220円）

　高校生以下　無料

　※（　　）内は団体料金

今月の開館時間
　午前9：30～午後6：00　

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00　

石川県立美術館
オリジナル一筆箋
各300円


